
【参考資料】

項目 感想、思い等

施設・仕事

・作業・行事・食事・おしゃべりが楽しい。
・人と出会えるので楽しい。歌が楽しい。なんでも楽しい。
・たまに利用者同士で喧嘩をする。
・仕事が少ないので困る、やることがない。
・作業所は職場の一つなので楽しいことはない。
・給食に嫌いなものが出る。
・仕事が失敗して怒られるのが嫌だ。
・朝が早いのが大変。
・作業中に寝ている人がいるのが嫌だ。
・難しい仕事が困る。
・仕事が楽しいけど眠くなる。
・仕事はつらい。
・仕事は好きだけど仕事の中身がないと困る（単純作業など）。
・雨が降った時に通所するのが大変。
・自分のペースで仕事が出来るのがよい。
・自分が作業した物をお店に直接届けるのが楽しい。

趣味
休日にす
ること

・本・雑誌、音楽、ラジオ、テレビ、DVD、カラオケ、パズル、散歩、水泳、電車の写真を撮る、お手伝い、
パソコン、ゲーム、映画、ダンス、洗濯、掃除、犬と散歩、筋トレなど。
・通院をしている。

地震

・地震と放射能で、楽しみな計画ができなかった。
・家が壊れたら困る。
・たくさん死んじゃった。
・お金が心配。
・都内は電車が止まった。道路が渋滞だった。
・安全なところ（家具がないところ）に逃げていた。
・ 一人では怖かったので施設にみんなと泊まった。
・ 家族のことが心配だった。自分のことより友達のことが心配だった。
・ 携帯電話がつながらなくて不安だった。
・ 非常用のリュックを用意しようと思うが、買い占めには気をつけたい。
・ 原発事故、放射能が心配。

相談
・両親、家族、近所の知り合い、施設職員、グループホームの世話人、学校の先生、人には聞かない、習
い事の先生、区の職員。

チャレンジ
将来の夢

・仕事をいっぱいして家を買いたい。
・就職したい。
・もう年なので将来はあまりない。
・作業所とは別のところで働きたい。
・販売等の仕事をしてみたい。
・花や野菜を育てて暮らしたい。
・父の事務所で働きたい。
・未来まで長生きしたい。
・旅行をしたい。
・パソコン教室が区にあったら受講してみたい。
・インターネットが使えるようになりたい。

暮らし

・今の家で家族と一緒に住みたい。
・一人暮らしもしてみたい。
・今のままがいい。
・考えてはいるけど、言いたくない。
・友達と暮らせるとよい。
・別の場所に住むのはわからない。一人暮らしはしたくない、グループホームも嫌だ。
・自立したい。
・これから親がいなくなって一人になるのが困る。もしかしたら施設に行くかもしれない。親は施設に入ら
ないとダメと言うけど、入りたくない。入らない場合の暮らし方はわからない。アパートは難しい。
・施設に入る。
・施設に入れられちゃうって言われている。
・あと何年作業所で働けるか心配。親がいなくなったときのことについて悩んでいる。
・ アパートやマンションで一人暮らしをしてみたい。
・ 施設の仲間が近くにたくさんいるといい、好きな人と暮らしたい。
・ 世話人がいて栄養のある食事を作ってくれる寮に住みたい。

その他

・ 区内に入所できる障害者施設をもっと増やしてほしい。
・ なんで障害者に生まれてしまったのかと思う。
・ 施設の給料では足りないが、障害者だとアルバイトをしたくても雇ってもらえない。
・ 持病があるので不安。
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困っていること
など

・最近は症状が良くなってきた。不安に思うことはなくなってきた。
・まだ地デジ化ができてない。
・入院費等が不安。
・薬の副作用で眠たくなる。
・どうしても眠れない。薬を飲んでいる。
・グループホームに住んでいるが、警察が来ていやな感じだ。

相談
・保健師、家族、作業所の同僚、作業所の職員、主治医・ケースワーカー・デイケア職員・病院
の福祉事務員など。

情報入手方法
・区報、ホームページ、ＣＡＴＶの区民チャンネル、テレビのニュース、保健所においてあるパン
フレット、クリニックに貼ってある掲示板、議員の広報紙など。

地震

・ラジオで情報を得た。施設や友達と状況確認をした。地震後に漠然とした不安があった。
・バスが混んでいて大変だった。
・バスに乗れなかったので歩いて帰った。
・余震が何日も続いたので一週間くらい怖かった。家の中の物が壊れたり、倒れたりした。
・ケータイの緊急地震速報で夜中に起こされてしまうのが困る。
・今回の震災で、どういうふうに早く避難場所などを伝えられるかなどが気になった。
・近くの中学校に避難した。薬・食事がなく病院に戻り1泊した。
・怖くて眠れなかった。地震を境に防災グッズ関係をリュックに準備している。
・テレビの映像を見ているといたたまれなかった。
・ 町内会に入っていないので避難場所がわからない。
・ ライフラインの情報がわからない。

チャレンジ
将来の夢

・もう年なので、平々凡々に過ごせればいい。今の場所に住み続けたい。
・就労したい。
・今の生活を維持していきたい。
・作業所&デイケアに引続き通いたい。家にいると寝てばかりになってしまう。
・現状維持したい。体力を付け、病気がひどくなる前の状態をキープし、週2～3日働きたい。
・年金で細々と長く、時々映画や旅行をして、悲しい思いをしないで生きていきたい。
・お金が今よりほしい。
・普通に衣食住ができて、家庭を持ちたい。

暮らし

・グループホームへの入居希望はない。
・働いて、自分の家（マンション）が買いたい。
・今の家に住みたい。
・文京区には住みたくない。いい思い出は何もない。学校でもいじめられてきた。
・世話人がいるグループホームに住みたい。

その他

・週２日ヘルパーさんを派遣してもらっている。サービスに満足している。
・女性としては、髪を切る時も緊張する。美容師の専門学校でも、障害者への対応方法を教え
るべき。
・文京区の治安を良くしてほしい。
・文京区にカジノを作ってもらいたい。
・ニートや引きこもりをなくしてほしい。そうすれば景気は良くなり、本人のためにもなる。

※　主要な意見は、ヒアリング調査結果や障害種別集計に掲載しております。
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